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論 文 内 容 の 要 旨 
 ヤーコプ・グリムとヴィルヘルム・グリムの兄弟によって出版された『子供と家庭の童話集』Kinder- und 
Hausmärchenは、現代では子供のための童話集として世界中で受容されている。しかしながら出版の意図を示
した序文には、「子供のための童話集である」といった言葉は見当たらない。彼らはこの童話集を「教育の書」
と名付けている。本研究は、『グリム童話集』は誰のための童話集として編纂されたのかという疑問から出発し、
「教育の書」と名付けられた意味をさぐることを目的としている。とりわけ『グリム童話集』に繰り返し現れ
る特定の物質あるいは事象に着目し、それらを「中核的モティーフ」として設定し、それらがメルヒェンの表
層または深層においてどのような役割を果たし、何を意味するのかを考察した。具体的には「パン」「森」「糸
紡ぎ」「刑罰」「怠け者」の５種類のモティーフを取り上げた。 
 序章では、グリム兄弟の出版の意図を確認し、『グリム童話集』成立期の19世紀市民社会における社会的・文
化的背景に焦点を当てた。第Ⅰ章では、中核的モティーフがメルヒェンの筋を運ぶ小道具であるだけでなく、
文化的・社会的もしくは歴史的要素をも象徴していることを指摘した。また古くからの素朴で美しい表現が、
モティーフとなって 詩
ポエジー
性豊かに表現されていること、すなわち古くからの民衆の姿が伝承文芸の中に継承さ
れてきたことも指摘した。第Ⅱ章では、時間と空間に関する表現技法を取り上げ、グリム兄弟がこれらの表現
技法を用いることで読者の想像力をかき立て、直接言葉による教育ではなく、イメージによる教育を意図して
いたことを指摘した。 
 以上のモティーフ研究に基づき、第Ⅲ章では「教育の書」はゲルマン文化への理解に関するメルヒェン、そ
して人間存在に関するメルヒェンという内容を持つことを明らかにした。「教育の書」の目的とは、第１にゲル
マン文化や伝承文芸を再認識させることである。第２に、過去・現代・未来の人間の人生と社会について考え
る契機を与えることである。読者は『グリム童話集』に溢れる 詩
ポエジー
性に導かれ、想像力をふくらませ、楽しみ
ながらさまざまな倫理や道徳秩序、また人間の理想や実態を理解する。すなわち、知的形成だけでなく、豊な
人間性を育むことが「教育の書」の第３の目的である。そして『グリム童話集』の「教育の書」としての意義
とは、このように楽しみつつ感じ考える教育の機会を読者に提供することにあったと、結論付けた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 グリム童話研究は、現在多様な観点から研究が進められている。文学的アプローチとしては、様々な類型や
モティーフを『グリム童話集』内部で比較したり、あるいは他の童話（ヨーロッパ内、さらには世界中におけ
る）との比較がおこなわれ、類型やモティーフの広がり、伝播の状況ないし系統が探求され、神話、伝説も含
めた伝承文学との関連が研究されている。また、他の文化学、すなわち社会学、心理学（とりわけ深層心理）、
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歴史学、あるいはジェンダー論などの視点から、『グリム童話集』に描かれた物語や表象の隠された意味を解き
明かし、あるいはそれらの文化・社会・歴史的背景を探求する研究も盛んである。本論文は、以上の研究状況
を踏まえ、またその研究成果を取り入れつつ、グリム兄弟自身が『童話集』の序文で、「本来の教育の書」と名
付けたその意図と意味を、『童話集』の作品全体に当たり、分析・考察することで明らかにしようとする試みで
ある。本論文の構成は、「序章」「第1章 モティーフ研究」「第2章 ファンタジーの技法」「第3章 『教育の書』
と名付けられた意味」「終章」からなる。論者は『グリム童話集』全体に表れる中核となる五つのモティーフ（「パ
ン」「森」「糸紡ぎ」「刑罰」「怠け者」）を選定して考察を加え、さらに『童話集』の技法について分析し、以下
のような結論を導き出している。「本来の教育の書」の意味とは、詩的表現法によって、古いゲルマン文化の遺
産を示し、人間存在と人間世界の諸相を描き出し、さらに時代のアクチュアルな問題を提起し、読者に楽しみ
つつ感じ、考える機会を与えることにある、と。『グリム童話集』の研究は数多くあるが、「教育の書」の観点
から『童話集』の全体を考察した研究は今までにほとんどなく、本論文はテーマ設定に独創性がある。『童話集』
の詩的ファンタジーの背後に潜んでいる、文化と人間に関するグリム兄弟の教育的意図をとりだしている結論
部分も的確である。豊富な資料に基づく着実な実証的研究姿勢も評価できる。これらにより審査委員は全員一
致して、本論を意義のある優れた論文であると判断した。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
